
猿伝えたい震災体験・届けたい
　被災者の想い〜減災を目指して
猿防災関係のお知らせ

地震は突然やってくる！
〜いま、わたしたちがで
きること
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「天災は、忘れたころにやってくる」害害よく言われていますが、ふだんの生活の中であまり「地震」に対して意識をしていないのが現
状ではないでしょうか。地震の発生を防ぐことはできませんが、一人一人のちょっとした対策やふだんの生活の中で地震への意識を高め
て行くことで、被害を軽減することは可能です。この機会にぜひ地震に対する意識を高め、ご自身の防災対策を見直してみましょう。

害害問い合わせは、防災課へ。
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被害規模
最大震度６弱～６強震　度
約３３００人
（内訳）鴨建物倒壊＝約６００人
　　　　鴨地震火災＝約１９００人
　　　　鴨落下物・急傾斜・その他＝約８００人

死者数

約８万５０００人(そのうち重傷者は、約１万１４００人)
（内訳）鴨建物倒壊＝約３万９０００人
　　　　鴨屋内収容物の移動・転倒＝約２万３１００人
　　　　鴨地震火災＝約１万３６００人
　　　　鴨落下物・急傾斜・その他＝約９６００人

負傷者

約３１３万１１００人　(発生から１日後のピーク時)避難者
約３９１万８０００人帰宅困難者
全壊家屋　約３４万４７００棟
（内訳）鴨建物倒壊＝約５万１７００棟
　　　　鴨地震火災＝約２９万３０００棟

建物被害

出火件数　約９３０件
焼失面積　約８１k㎡　(東京ドーム約１７０個分)火災被害

電力　　停電率　約１２％　復旧まで約６日間
通信　　不通率　約９％　復旧まで約１４日間
上水道　断水率　約２９％　復旧まで約２１日
下水道　被害率　約２１％　復旧まで約２１日

ライフライン
被害

多摩直下地震（平日・冬・天候は晴れ・午後６時・風速６m/秒）
多摩地区を震源とするマグニチュード７.３の地震が発災した場合の東京都
全域での数字です。害「首都直下地震による東京都の被害想定」より（１８
年５月２５日、東京都防災会議　公表）

首都直下地震の被害想定

　東京消防庁の防災館は、地震や火災などのときの行動や心構えを楽
しみながら学べる、「体験型学習施設」です。大人から子どもまで楽し
く体験できます。詳細は、各施設にお問い合わせください。
本所防災館（墨田区横川４崖６崖６緯３６２１崖０１１９）
池袋防災館（豊島区西池袋２崖３７崖８緯３５９０崖６５６５）
立川防災館（立川市泉町１１５６崖１緯０４２崖５２１崖１１１９）

　災害時には自分の身の安全を確保することが最も重要ですが、その
次に重要なのは、家族の安否確認です。災害時の家族との連絡先は、
事前に家族内で決めておきましょう。
　災害時には、ＮＴＴの災害用伝言ダイヤル緯１７１を活用することで、
安否などに関する伝言を録音・再生することができます。
　毎月１日と、「防災とボランティア週間」（毎年１月１５日～２１日）な
どに模擬体験ができます。ぜひ、ご利用ください。

◆楽しみながら防災体験〜防災館に行ってみよう外

◆家族の安否の確認は？〜災害用伝言ダイヤルを活用

防 災 ひ と 口 メ モ

▲阪神・淡路大震災で被災した神戸市
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日 【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

　下図は、阪神・淡路大震災による死者数の実態です。
この震災では、多くの高齢者が亡くなっています。これは、
古い家屋に住んでいた高齢者が多かったからです。
　また、高齢者と並んで２０代の若者が多く亡くなっていま
す。これは、学生や若い単身者が木造のアパートに住んで
いて、アパートの下敷きになったからです。
　耐震性の高い家屋に住むことや、家具類の固定化を進め
ることが、命を守る上で重要になります。
（「厚生統計協会『国民衛生の動向』１９９６年」を参考に作成）

伝えたい震災体験・届けたい被災者の想い伝えたい震災体験・届けたい被 〜減災を目指して
　　　　　　　　　阪神・淡路大震災の当時、兵庫県西宮市で
　　　　　　　　　被災し、現在は杉並区に在住している方の
　　　　　　　　　体験手記です。

　「地震は突然やってくる」というのが一番感じたことです。
　阪神・淡路大震災では、「下（床）から突然突き上げられた感
じ」と言うのが実感です。
　まだ就寝中でしたので、何が起こったかが理解できるまでに
時間がかかりました。ドスンという大きな音と同時に、体が宙
に浮き床に叩きつけられました。たんすやテレビが躍りだし、
こちらに向かってきました。まるで「一緒に踊ろう」というよ
うに近づいてきたのです。そのうち、たんすもテレビも床に横
たわり静かになりました。
　単身赴任中で、家族が東京に居たことが不幸中の幸いでした。
今の数分間の出来事は何だったのか…。少しして、ガスのにお
いがしてきました。近くに爆弾でも落ちたのか？ ガス爆発？  
飛行機が墜落したのか？　そう思い、近くにあったラジカセで
ラジオを聴いて驚きました。関西地方に大地震が起こったらし
いとの情報。窓を開けて隣の家を見るとびっくり仰天！　隣の
家が傾いている。その隣の家も将棋倒しになっているではあり
ませんか！　慌てて外に出たら我が家も少しだけ傾いていまし
た。付近では、地割れが見られ、側溝は盛り上がり、道と我が
家の敷地には５㎝くらいの隙間ができていました。水道の蛇口
を開いても水は出ない。電気は平気だけど、ガスはガス臭いか
ら駄目だろう…とあれやこれやら考えていたら、夜が明けてき
ました。
　少し時間が経ち、改めて周囲を見渡すと、台所はガラスの破

片で足の踏み場はなく、冷蔵庫は床に横たわり、システムキッ
チンは傾いている。電子レンジはあるべき場所から２ｍくらい
離れた床に落ちていました。リビングでは、テレビがうつぶせ
に床に横たわり、サイドボードからウイスキー・焼酎・ワイン
の瓶が飛び出しているなど、家の中はグチャグチャ……。トイ
レの便器は平気でしたが、水が出ません。とても困りました。
家族に電話をしようとしてもまったく通じません。隣の家人が
奇跡的に無事だったので、取りあえず安心しました。
　命は助かったものの、その後の生活はとても大変でした。経
験して思い知らされましたが、地震対策はひとごとではなく、
事前に自ら率先してやっておくべきでした。
特に…
猿震災対応物資の準備（特に水は必要と感じました）
猿家具・テレビ・冷蔵庫・額などの固定
猿地震保険の加入
などを事前に「しておく」と「しない」とでは、大きな違いが
出てしまうと感じています。

住まいの耐震化が
あなたの命を救います

問１　
　杉並区の場合、避難場所はどこですか？
答　
　区立の小中学校が避難所となります。ここで、救援物資など
の支給が受けられます。大火災の危険がある場合は、広域避難
場所へ避難します。日ごろからどこにあるのかを確認してくだ
さい。
問２
　自宅が無事ですが、避難は必要ですか？
答　
　自身の家が無事な場合は、避難の必要は特にありません。火
災などの延焼の危険がない限りは自宅に居てください。
　余震などで、いつ倒壊するかわからない場合は、避難してく
ださい。
問３
　災害時用に家庭内で食料など、必需品を備えるとき、何をど
のくらい備えればいいのかわかりません。
答
　命にかかわるものは、必ず備えてください。水は必ず必要に
なります。また、人によっては医薬品なども必要になります。
乳幼児については、おむつなどの準備もしなくてはなりません。
　２、３日は自力生活ができる量を備えてください。避難が必
要な場合もあるので、分散して、最低限の分を非常用持ち出し
袋にも分けて入れていると便利です。

区役所の防災課に聞いてみよう！

災害に備えて、何を知っていれ
ばいいかな？

体験手
記

◀
倒
壊
し
た
家
屋
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無理せず、できることから無理せず、できることか無理せず、できることからら

伝えたい震災体験・届けたい被災者の想い被災者の想い 〜減災を目指して〜減災を目指して

　家庭内で地震対策をする際、「あれもこれも…」としてしまう
ときりがなく、大変です。
　何が必要で、どのように使うかを考え、備えましょう。
　備える際のポイント
煙命にかかわること

煙救援物資として届きにくい（個々にかかわる）物
煙家の何カ所かに分散して備える
煙季節の変わり目など、年１、2回確認する
煙できることからコツコツと始める
煙貴重品はまとめておく
　下記を参考に工夫して災害に備えましょう。

　防災用の食品ではなく、家庭にあるもので災害時に役に立つ食品
があります。缶切りのいらない缶詰やお菓子などの食品です。
　また、カセットコンロがあれば、めん類などの乾物やレトルト食
品・根菜類なども有効です。食品の備蓄の原則は、常温保存できる
ものです。レトルト食品や缶詰など、日持ちのする食品は、時々食
べて回転させましょう。
　災害のために、特別に防災用の食品を購入
することも有効ですが、食べ慣れているもの
で日持ちのする食品をふだんから使ってい
くことも、効果的な防災対策になります。
（参考「地震の時の料理ワザ　グラッと来て
もあわてない！防災袋に必携‼電気が回復
するまでの１週間」坂本廣子著）

生きていく中で、水は重要です。ふだんから、
備えをしている方もこれからしようという
方も、必ず、備えや確認をしてください。目
安は、１人１日３ℓです。また、常備薬など
がある方はそれらも備えましょう。

【乳幼児・子ども】
必須＝おむつ・粉ミルク・おしりふき・着替え・ 哺 乳瓶・タオル・離

ほ

乳食など
あると便利＝おもちゃ・ぬいぐるみ・お菓子・座布団・多機能ナイフ
【女性】
必須＝生理用品
あると便利＝スキンケア用品
【高齢者】
必須＝常備薬・めがね(老眼鏡)・介護用品・
入れ歯など

貴重品は、戸棚の奥や金庫にしまいがちです
が、すぐに取り出せなかったり、金庫番号を
忘れたりと、いざというときに使うことが困
難になりがちです。すぐに取り出せる場所に
置いておくことをお勧めします。

地震発生時に備え、ぜひ枕元や身近な
場所に置いていただきたいものがあり
ます。
①懐中電灯
②携帯用ラジオ
③靴かスリッパ
最低この３つがあれば、自ら次の行動
へ移りやすくなります。

◎わかってはいるけど勝
　区が平成２０年に行ったアンケート（上図参照）によると、避難所
として、広域避難場所・震災救援所があることを知っている方は、
８割を超えます。しかし、「実際に、ご自身の避難先を知っています
か？」との質問には、具体的に答えられる方は多くありません。ふ
だんから、ご家族や身内の方、ご近所でどこに避難をするかを確認

しておくことが大切です。
　また、多くの防災施設・設備が認知されていない状況もわかりま
す。
　そして、各家庭でふだんから災害用に備えをしているかに関して
も、ほとんどの項目で過半数を切るなど、十分な備えをしていると
はいえないのが現状です。

震災対策に関する周知度
～あなたは、震災対策などに関する以下の①～⑤の内容について知
っていますか。

家庭内での防災対策の実施状況
～現在、あなたの家庭内で行っている防災対策は何ですか。

◆個々にかかわる物（代替がしにくい物）◆

◆水＝命です◆

◆貴重品はどうするの？◆

◆地震時の三種の神器◆

◆無理せず備えをする方法〜缶詰や乾物などを有効に◆



NO.1878 ４平成21（2009）年1月11日（日曜日）

一人一人が、防災力向上を目指して…
～さまざまな防災活動の紹介

◇建築防災啓発フェア
　 １月１５日㈭～１７日㈯午前１０時～午後４時 区
役所１階ロビー 耐震改修工法・装置のパネル展
示、専門家による耐震相談会・ブロック塀などの
相談会 無料 当日、直接会場へ 建築課

◇マンションの耐震セミナー
　 １月１７日㈯午後１時～３時 産業商工会館
（阿佐谷南３崖２崖１９） 生活を守る地震対策～
マンション耐震化の方法と区の支援 無料 当
日、直接会場へ 建築課

◇防災ビデオなどの貸し出し
　阪神・淡路大震災をはじめ
とした、防災に関するビデオ
（約９０本）の貸し出しを行っ
ています。子ども向けのアニ
メや紙芝居もあります。区ホームページでも紹介
していますので、ご覧ください。
　 無料 防災課

◇震災時生活用水井戸登録助成
　井戸を設置し震災時生活用水井戸として登録し
ていただいた場合、登録済みの井戸・手押しポン
プなどの修理費用の２分の１（上限５万円）を助
成します。
　 防災課

時 場
内

費 申 問

時 場
内

費 申
問

費 問

問

◇防災物資のあっせん
　防災物資のあっせんを行っています。詳細は、
区役所・区民事務所・地域区民センター・区民集
会所などに置いてある「防災物資あっせんのご案
内」をご覧ください。防災課（区役所西棟６階）
では現物見本を展示しています。
　ご注意＝区や消防署の名をかたった訪問販売の
トラブルが多発しています。区や消防署は、訪問
や電話による販売をしていませんので、ご注意く
ださい。
　 防災課

◇起震車「ぐらりん号」の運行
　ぐらりん号
は、震度７まで
の地震を体験す
ることができる
車です。大きさ
は、車幅約２ｍ・
車長６．３ｍ・車高
３．１ｍ・重量６t
です。会場の大
きさや予約状況によっては、ご利用になれない場
合があります。
　 通年（水曜日・年末年始を除く）。雨天時は運
行中止 無料 利用日の３カ月前の月の１日から
１０日前までに予約 防災課

問

時
費 申

問

◇家具転倒防止器具・住宅用火災警報器取り付け
費の助成
　事前申請が必要です。
申請後、区が委託してい
る事業者が器具の取り
付けを行います。取り付
け費に対し、それぞれ１万２０００円までを限度とし、
助成します（現金助成ではありません）。
　 区内在住で①６５歳以上で一人暮らしの方②６５
歳以上のみの世帯の方③身体障害者手帳・愛の手
帳・精神障害者福祉手帳のいずれかをお持ちの方
がいる世帯④難病患者福祉手当を受けている方 
高齢者＝お近くのケア２４または高齢者施策課地域
連携推進係、障害のある方＝障害者施策課障害者
福祉係または福祉事務所 ２２年４月１日から、東
京都火災予防条例の改正により火災警報器の取り
付けが義務となります

◇災害・防災情報メールの登録
　災害時の緊急なお知らせや、地震・気象などの
情報を配信します。配信する情報は、「地震と津
波」・「気象警報・注意報」・「雨量」・「河川水位」・
「災害時の緊急なお知らせ」・「週末天気予報」の
６種類です。利用するには、事前登録が必要です。
　モバイル版公式ホームページ http://www 
.city.suginami.tokyo.jp/mobile/（QRコードは
下記）の「防災情報」から登録してください。

対

問

他

HP

防災関係のお知らせ

▲防災士の訓練活動

首都直下地震発生の可能性が高いといわれている中、区では少しでも被害が少なくなるようにいろい
ろな事業を行っています。

杉
並
・
荻
窪
消
防
団

　

消
防
団
は
、
地
域
の
方
を
団
員
と

し
て
、
火
災
や
水
害
な
ど
の
災
害
が

発
生
し
た
と
き
に
い
ち
早
く
現
場
に

駆
け
付
け
、
消
防
署
員
と
と
も
に
消

火
・
救
助
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
杉
並
消
防
署
管
内
に
九
分
団
、

荻
窪
消
防
署
管
内
に
七
分
団
あ
り
、

約
七
〇
〇
名
の
区
民
の
方
が
消
防
団

員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
中
に
は
一
割
強
の
女

性
団
員
も
い
ま
す
。
参
加
し
て
み
た

い
方
は
最
寄
り
の
消
防
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

杉
並
消
防
署
緯
３
３
９
３
倆
０

１
１
９
・
荻
窪
消
防
署
緯
３
３
９
５
倆

０
１
１
９

防
災
市
民
組
織（
防
災
会
）

　

杉
並
区
内
で
は
、
地
域
の
防
災
を

担
う
組
織
と
し
て
各
町
会
・
自
治
会

を
母
体
に
防
災
市
民
組
織（
防
災
会
）

を
結
成
し
て
い
ま
す
。日
ご
ろ
か
ら
、

災
害
時
の
初
期
消
火
な
ど
の
訓
練
を

行
っ
た
り
、
震
災
救
援
所
運
営
連
絡

会
へ
の
参
加
な
ど
地
域
の
防
災
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
区
内
に
一
六
三

組
織
（　

年
４
月
現
在
）
が
あ
り
ま

２０

す
。
ぜ
ひ
地
域
の
防
災
会
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

　
 

防
災
課

問問

防
災
士

　

防
災
士
と
は
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
で
減
災
と
個
々
・
社
会
に
お
け

る
防
災
力
向
上
の
た
め
の
活
動
を
期

待
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
意
識
・
知
識
・

技
能
を
持
つ
も
の
と
し
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
防
災
士
機
構
※
」
が
認
定

し
た
方
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※
防
災
士
制
度
の
普
及
と
防
災
士
の

認
証
・
養
成
を
行
う
特
定
非
営
利

法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
で
す
。
特

定
の
行
政
機
関
・
各
種
業
界
に
属

さ
ず
、
防
災
関
係
者
・
自
治
体
Ｏ

Ｂ
・
学
会
を
は
じ
め
、
広
範
な
団

体
代
表
・
防
災
専
門
家
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
 

防
災
課

防
災
士
制
度
設
立
の
経
緯

　

近
年
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
は

じ
め
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
国
・
都
道
府
県
・
区
市
町
村
・

警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
な
ど
の
公
的

支
援
に
は
遅
れ
や
限
界
が
あ
り
、
十

分
な
活
動
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
統
計
で
は
、

救
助
支
援
を
受
け
た
方
の
約
八
割

が
、
自
力
ま
た
は
地
域
の
力
に
よ
っ

て
命
を
助
け
ら
れ
た
と
の
報
告
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

個
々
・
地
域
の
防
災
力
と
、
意
識
を

よ
り
高
め
る
た
め
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
よ
う（
減
災
）と
始
め
ら

れ
た
の
が
「
防
災
士
制
度
」
で
す
。

　
 

防
災
課

問問※
今
回
の
「
広
報
す
ぎ
な
み
特

集
号
」
は
原
稿
執
筆
・
校
正

に
お
い
て
「
日
本
防
災
士
会

杉
並
区
支
部
」
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
作
成
し
ま
し
た
。

〜自分の命は
　自分で守る〜

地震の発生を防ぐことはできませんが、被害を軽減することはできます。そのためには、一人一人
のちょっとした対策が、とても大切です。今一度、ご自身の防災対策について、見直してみてはい
かがでしょうか。




